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仏教寺院趾ラニ ガト遺跡の発掘調査
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１．はじめに
ラニガト遺跡は古代のガンダーラ，現在のパキスタ
東地区の遺構東地区の中心は，東西１１４ｍ，南
北１０ｍのラニガトの主塔ＳＬｌＯ１である（図２)。こ
ン・北西辺境州ペシャワール県に位置する。 近辺には， の主塔は正面西側と南側が壁！ 北と東が祠堂列で限ら
メハサンダ，タレリ，タクティ・バヒ，，ジャマル・ガリ
ニのうち、メハサ
れ，主塔院を形づくっている。西面する主塔のまわり
に50基の奉献小塔がたち，そのまわりを石敷の回廊が
めぐる。主塔南側と北側では，２列にならんだ奉献小
などの仏教寺院趾が点在している。
ンダ遺跡やタレリ遺跡は京都大学中央アジア学術調査
隊が発掘調査し， 詳細な報告書が刊行されている〔 塔の方形基台上面をつないであらたに大基壇をつく
ラニガト遺跡は古代のガンダーラの中央に広がる平 D、 その上に新しい奉献小塔がつくられている。 主塔
原の東縁を画する山塊上に立地する。 山塊に近づくと の最終期の基台もこの大基壇の上に， 初期の主塔の周
－峰に屹立する花崗岩の巨石がみえる。 この巨石は現 囲に築かれた奉献小塔に覆いかぶきるよ うに構築され
地語で「女王の岩」 を意味するラニガトと呼ばれ， ている。これは主塔が「増広」されたことをしめして￣
れが遺跡の名称となっている。遺跡はこのラニガト岩 仏塔の規模を拡大させていく増広については，いる。
の南に南北１１００ｍ． 東西650ｍにわたって広がり， スワートのブトカ ﾗ遺跡の大塔など各地でその事例が
ガンダーラでも屈指の規模をもつ仏教遺跡である。 報告きれている。東地区の主塔においても，最終期の
京都大学学術調査隊がパキスタン政府考古局と協力 基壇が周囲の奉献小塔に覆いかぶきるようにつくうにつくら
かなりの規ラニガト遺跡の本格的な調査を始めたのは1984して， れ， 正面では時期の異なる階段見つかり，
年のことである。1984年，８６年，８９年の３次にわたっ
て発掘調査を実施し，１９８８，９０，９１，９２，９３年と遺構
模で王塔が拡大されたと考えられた。 そこで主塔の背
面の大きな乱掘坑から込め石をはずし， 内部構造を確
の追加実測と応急的な保存措置を継続しておこなっ 認したところ，
検出した。
増広の基核となる小塔を良好な状態で
た。詳細に関してIよ
の総合調査一』（図１
行予定）を参照して
｢ラニガトーガンダーラ仏教遺跡
査一』（ 版篇1994年既刊，
いただきたい。
本文篇1995年刊 この基核小塔のモールデイング上面で増広の際,奉納
されたとみられる貨幣８枚が出土した。 初期クシャー
ﾝのヴィマ・カドフィセス銅貨である可能性が高く，
２．ラニガトの遺構
今回の調査区域は，遺跡全体の中ではやや南よりの東
西約130ｍ，南北約230ｍの一帯で，仏塔，祠堂，僧
基核小塔の増広の年代を示す貴重な資料である。
主塔院正面の西側を画する壁は北に向かってのび北
門に到達する。
石がならぶ。Ｈ
考えられる。
北門から南の大きな通りに等間隔に礎
房が集中する遺跡の中核部分である。 ここでは調査区 礎石列からこの大通りには庇があったと
域を東地区，西地区，西南地区，南地区の４地区にわ
けて報告する（図ｌ)。東地区，西地区，西南地区は， 層位の確認のため，主塔院の南と西にトレンチを設
定し，下層の遺構を調査した。この結果，東地区の遺花崗岩塊の点在する山頂を造成し， 石積みの擁壁をめ
ている。南地区はぐらして台地を築き，寺院を構築している〔 構は構築面の違いから４期に区分することができ． 塔
その南側の一段と低くなった台地の上に立地する。 院の形成過程，建築様式，石積みの技法の変遷を明ら
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放されていた空間であり， 中段の遺構群は僧侶のためかにすることができた。
下段の遺構群は寺院のメインテナンスの空間であり，西地区は東地区の西に位置する高さ約６西地区
これらの性格の異なった空間のための空間であった。m，南北７０ｍ，東西２５ｍの台地で，東側には石積み
が，階段や，トンネルＴＩＬ３０１から回廊Ｃor． 301と
この３
の擁壁がめぐり， 南側は未調査の会堂の南側外壁， 北
続く傾斜路によって有機的に結合されている（り限られている。発掘調査に
どを検出した（図ｌ)。西地
側は祠堂の北側外壁によ
群の遺構の壁は北側に高く立ちあがる西地区の擁壁をより，塔，祠堂，石室な
な外観を呈している。背景に，要塞のよう区の遺構は， 地区のほぼ中心に大塔Ｓｔ､２０３が位置し
西南僧房が方位を磁西南地区の遺構の平面構成は，これらの塔
，その外側
203は西地
ており他の塔群は大塔の周囲に展開一する。
い軸線をもつほぼ磁北にちか北から東にふる以外は，群の周囲に敷石をはった回廊がめぐらきれ，
西南塔、西南祠堂，回廊Ｃor､３０１ などによって構成大塔に祠堂や石室が配置されている。 Ｓｔ２０３
一辺１２ｍの方 西南塔と西南祠堂は方位を同じくする特に，される。特｜
だけでなく、
区でもっとも古いと考えられる塔で，
最下段の基壇の東側と西側のラインが，形基壇の北側に階段がつく。
祠堂の東側と西側の壁面線と同一直線上にあり， 両者大塔の四方には奉献小塔がそれぞれ３， 4基づつな
もって構築されたこ とがわかる。が強い計画'性を北と南には基台の ｡辺の長さ４ｍ～６ｍの中規らび，
南地区は東地区から南にのびる－段低い尾南地区いずれも方形の基台側面の上部模の塔群が位置する（
根の上に開けた台地にある。 南地区の台地を限る形と下部に緑泥片岩を核にしたモールディングをもち，
南西に巨大な岩石がならび，で，北東，南東， それぞ
台地の
基台上に円形の胴部をたちあげ基台とともに漆喰で塗
石窟の僧房が掘削され，れに石室がうがたれ，り込めている。大部分の塔は盗掘苔れ伏鉢， 胴部の損
中庭にむけて入口を設けている。 3室からなる西北の傷が著しいが，大塔南側の小塔ＳＬ２１０では胴部中心
北室群と，南室群がなら狭い通路を挾んで，1群と，に薄い板石で囲った舎利室から緑泥片岩製の舎利容器
南室群の南と西では岩盤の上に削りだしたんでいる。を検出したｃ
西南地区 これらの室群は，室群は，他の地
その平面も不整
厨房跡などを検出してい る･西南地区は東地区主塔院の西南約８０ｍ
区の祠堂や憎坊と比べて壁厚が薄く，寺域の展開過程かの所に位置する。石積みの技法や，
石彫の破片などが出土し， 寺院の日常生形で，鉄棒，ら，東南の祠堂とともに，
れた地区である。西南地’
比較的新しい時期に造成ざ
活を支えた人々の生活空間と考えられる。西南地区は． ラニガト寺院の拡大過
程をよく 主塔地区や南地区にくものがたっている。 ら
3．遺物の概要西南地区の遺構の構成は変化に富むべて，
４)。
(図３
盗掘によるガンダーラの仏教遺跡の荒廃は， すきまじこれは西南地区の遺構が自然地形を利用しなが
ラニガト遺跡もその例外ではなく， 検遺構が垂直方向いものである。大規模な造成をおこなったため，ら，
出した仏塔は舎利容器の盗掘のためすべて中心部を破に３つの遺構群を構成しているためである。
仏塔の基台には手がつけられて壊されていた。ただ，ひとつは主塔などの中心部の遺構と同じレベルにあ
断片ながら注目すべき資料がえらいない場合があり，西南祠堂Ｒ３０１，小祠堂群，小塔
一群である。そして，上段の遺構面
る西南塔StB01，
群からなる上段の れた。
彫刻
をしめ．
彫刻の出土例を材料別にみると， 石彫が９割から階段で降りたところにある西南僧房， 僧房の北の
ストゥッコは１割弱， テラコッタはきわめて回廊Ｃor､３０２，束の回廊Ｃor､３０３， トンネルＴn.３０２
単独像と建築装飾とともに，などの中段の一群。 少数である。 ガンダーラもうひとつはトンネルＴｎ３０１．
石彫美術の様式完成をみた後の制作と考えられる。 石階段と階段にとも なう小部屋， 水槽や埋甕などからな
浮彫は仏伝図な彫は丸彫の独立像と浮彫に大別され，るストゥコを調合したとおもわれる施設などの最下段
どの画像帯，文様帯， 建築装飾などに細分される。 その一群である。
異なっている。
これらの３つの遺構群は互いに性格が
の材料はすべて他のガンダーラ遺跡とおなじく緑泥片上段の遺構群は塔や祠堂など信者に開
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岩である。独立像には．仏陀の立像がいちばん多く， れ。出土貨幣の年代とともに，ラニガト寺院の性格や
年代をかんがえる貴重な発見である。ついでその碓像なかでも偏担右肩の説法坐仏像がめ
交脚像が多
さの像が多数
<なく。小さ
だった゜ついで菩薩の立像，その坐像， ガンダーラ美術の編年を困難にしているのは，土器
また等身大あるいはそれ以上の大き 組織的な調査による遺物の検証がなされておらず， 脱い○
出土した。仏伝図の浮彫は，出土数は多くな ，
い断片となっている。また概して固定化した構図が多
確な編年の基準がないことがあげられる。 とくに基本
となる土器の編年が十分におこなわれていない。 Ｍ，
大部分はガンダーライム伝図が一定の構図を完成ざ ウイラーによるチャールサダの調査，ペシャーワル大
学による調査など，成果を蓄積しつつあるが，とくに
<，
せて後の制作であろう。「四門出遊」図が出土したこ
寺院杜では分層発掘が困難であり， 京都大学のおことをあげておく。 建築装飾は盗掘の対象となることが
多種多様な出土品が見られる。 なった調査についてみても。層位的な遺物の採集は困少なかったせいか， こ
<に注目されるのは組立式の欄楯であるｃ 難であった。 ラニガトでも乱掘による遺跡のいたみがのなかでと
小型の欄楯式石版は他の遺跡での多くの出土例がある 分層的な遺物の採集ができない場合が多はげしく，
かつたが，が，柱，貫石，笠石， 柱礎を別々に制作し組み立てて 寺院構築用地の造成にもちいた埋め土に土
器が大量にふくまれており，貴重な資料を採集するこ
とができた。とくに東地区・西トレンチ・南トレンチ
使用した欄楯はめずらしい。
貨幣とカローシュティー刻文 3次にわたる発掘調
もっとも古いものは査で合計95枚の貨幣が出土した。 では大量の土器の出土をみた。
『ルチア期のアゼス銅貨であり，，もっとも新し
出土貨幣のほと
ラニガト出土の主な形式は， 壺型土器，ランプ型土
器である、これに1983
サカーノ
いものはエフタル期の貨幣であるが， 器，小型鉢型土器，大型鉢型土器で 。
んどはクシャーン期のものである。基核小塔のモール 年の予備調査における表面採集資料を組み合わせて土
ディング上で見つかった８枚の貨幣は初期クシャン期 器の編年をおこなった。とくに西トレンチでえられた
層位資料のほか，タレリ，メハサンダ，チャールサあった。東地区宇塔院
小孔に挿入された状態
のヴィマ・カドフィセス銅貨であった。
西回廊の床面敷石の上面では， ﾄの出土資料などから形式の変化を詳細ダ，ダムコッ
の14枚の銅貨が出土した。 これらの貨幣のうちもっと におうことができた。そして主として壺． ランプの変
さらに貨幣も数が多かったのはヴァースデーヴァ銅貨であった。 化から６期にわたる編年を明らかにした。
同様の敷石奉納貨幣を西地区でも検出している。 など関連資料から，ラニガト最初期の第１期をＢ,Ｃ、
１世紀後半以降，最終期の第Ｖ1期の下限をＡＤ６
世紀とする年代観をえた。
なお，この報告は『ラニガトーガンダーラ仏教遺跡
の総合調査一図版篇」の解説をまとめたものである。
出土刻文は石彫に刻まれたもの！ 土器片に刻まれた
ものをあわせて100点を数える。文字はいずれもカ
ローシュテイ-，言語は西北インドのプラークリット
である。枢石刻文にヴァースデーヴァの名が読み取
